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地
評
青
年
協
や
エ
キ
タ
ス
が

ツ
イ
ッ
タ
ー
デ
モ

☆
今
年
の
1
月
に
子
供
が
生

ま
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
育
児
専

念
で
休
業
中
。
生
活
費
だ
け
で

お
金
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
お

も
ち
ゃ
買
っ
て
あ
げ
た
い
。

☆
18
歳
初
任
給
が
時
給
換
算

1
0
5
0
円
。
22
歳
で
1
2
0

0
円
く
ら
い
。
奨
学
金
返
済
で

厳
し
い
っ
て
声
め
ち
ゃ
聞
く

し
。初
任
給
上
が
っ
て
ほ
し
い
。

☆
現
状
、病
院
行
け
な
い
し
、

趣
味
や
友
人
と
の
交
際
費
も
な

い
し
貯
金
も
で
き
な
い
。
家
族

持
ち
た
い
と
思
え
な
い
。

☆
「
自
衛
」
で
は
、
ど
う
に

も
な
ら
ん
。ゆ
と
り
あ
る
生
活
、

命
と
暮
ら
し
守
る
最
賃
に
。

☆
大
企
業
の
内
部
留
保
が
4

6
0
兆
円
と
い
う
空
前
の
規
模

な
の
に
。
働
く
者
の
賃
金
は
下

が
り
続
け
て
い
ま
す
。

☆
コ
ロ
ナ
で
地
方
に
仕
事
が

な
く
な
る
と
、
ま
す
ま
す
大
都

市
集
中
。
こ
れ
じ
ゃ
密
解
消
し

な
い
。
全
国
一
律
に
。

☆
残
業
し
な
い
で
定
時
退

社
。腰
痛
の
根
本
治
療
を
す
る
。

☆
怪
我
や
病
気
で
働
け
な
い

リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
時
給
で

な
く
年
収
を
目
標
に
し
な
け
り

ゃ
、
と
思
い
ま
す
。

☆
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
シ
ャ
ン

プ
ー
買
っ
て
み
た
い
。
い
つ
も

子
供
優
先
で
、
自
分
の
は
後
回

し
な
ん
だ
よ
ね
。

☆
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
と
服
買
い
た
い
、
髪
染
め

た
い
。
金
返
し
た
い
。
結
婚
し

た
い
。

☆
公
営
住
宅
増
え
て
く
れ
れ

ば
、
貯
金
が
余
裕
で
で
き
る
。

ち
ゃ
ん
と
医
者
に
行
け
る
。

☆
引
っ
越
せ
る
、
旅
行
行
け

る
、
婚
活
で
き
る
。

☆
野
菜
を
食
べ
る
機
会
が
も

っ
と
増
え
る
。
お
か
ず
増
や
せ

る
。
賃
貸
料
に
お
び
え
ず
暮
ら

せ
る
。

☆
ま
ず
歯
医
者
行
く
。
止
ま

ら
な
い
咳
も
検
査
し
よ
う
。

☆
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
ば
と

り
あ
え
ず
手
取
り
20
万
円
く
ら

い
。
食
費
削
っ
て
病
院
代
出
す

必
要
な
く
な
る
か
も
。

☆
子
供
と
ゆ
っ
く
り
向
き
合

え
る
時
間
が
増
え
る
。
睡
眠
時

間
を
確
保
し
て
、病
気
が
減
る
。

☆
一
度
く
ら
い
風
邪
や
体
調

不
良
で
仕
事
休
ん
で
も
次
の
月

生
活
に
困
ら
な
い
。

☆
み
ん
な
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

ご
飯
が
食
べ
れ
て
、
病
気
に
な

れ
ば
休
ん
で
病
院
行
け
て
…
、

そ
れ
っ
て
人
並
み
の
幸
せ
な
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
春
闘
の
調
査
で
、
東
京
で
青
年
が
普
通
に
一
人
暮
ら

し
す
る
に
は
、
23
区
も
三
多
摩
も
、
時
間
額
1
6
0
0
〜
1

7
0
0
円
台
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
国
一
律

1
5
0
0
円
以
上
め
ざ
す
運
動
が
活
発
で
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー

デ
モ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
＃
最
低
賃
金
1
5
0
0
円
に

な
っ
た
ら
」
…
投
稿
待
っ
て
ま
す
。
プ
ラ
カ
ー
ド
は
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
20
日
ま
で
（
予
約
番
号
Ｕ

４
Ｈ
Ｅ
４
Ｘ
Ｚ
Ｈ
）

7
月
8
日
終
日
、
全
労
連
・

東
京
地
評
争
議
支
援
総
行
動
が

開
催
さ
れ
、
19
争
議
が
18
の
社

前
行
動
や
企
業
要
請
な
ど
を
、

延
べ
1
6
0
0
人
の
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
東
京
地
裁
や
東

京
都
労
働
委
員
会
、
そ
し
て
9

日
に
は
最
高
裁
判
所
要
請
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
行
動
に
は
、
廃
校
宣

言
と
雇
い
止
め
と
た
た
か
う
東

京
私
教
連
・
東
京
国
際
福
祉
専

門
学
校
争
議
や
解
雇
と
た
た
か

う
公
共
一
般
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
争

議
が
新
た
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
民
事
法
務
協
会
や
昭
和
ゴ

ム
、
東
電
関
連
の
計
器
工
事
関

連
分
会
な
ど
の
全
国
一
般
の
争

議
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
不
当
解
雇
争
議
な

ど
電
機
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
3
争

議
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
争
議
、
青
年
ユ
ニ

オ
ン
・
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
、
ア

シ
ッ
ク
ス
争
議
、
化
学
一
般
・

三
星
化
学
争
議
、
最
高
裁
で
た

た
か
う
京
王
新
労
、
郵
政
ユ
ニ

オ
ン
20
条
裁
判
、
明
乳
争
議
。

そ
し
て
Ｋ
Ｌ
Ｍ
日
本
支
社
争

議
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
争
議
な

ど
が
参
加
し
、
一
刻
も
早
い
解

決
に
む
け
て
全
力
を
あ
げ
た
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
の
メ
イ
ン
行
動
と
な
っ

た
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
の
社
前
行
動

に
は
約
2
8
0
人
が
参
加
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
た
後

の
初
め
て
の
行
動
と
い
う
こ
と

で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
に
立

っ
た
全
労
連
小
田
川
議
長
は

「
解
雇
か
ら
10
年
近
く
た
っ
て

も
会
社
は
解
決
策
を
示
し
て
い

な
い
。
社
長
出
席
で
統
一
要
求

に
そ
っ
た
争
議
解
決
の
真
摯
な

話
し
合
い
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

明治乳業争議の勝利へシュプレヒコール

都
議
会
会
派
と
の
要
請
行
動

は
4
会
派
目
の
立
憲
・
民
主
ク

ラ
ブ
と
6
月
23
日
に
行
い
、
中

村
ひ
ろ
し
・
西
沢
け
い
た
都
議

と
約
一
時
間
懇
談
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
雇
用

調
整
助
成
金
を
都
が
一
時
的
立

替
え
払
い
す
る
制
度
の
創
設
、

都
立
病
院
を
守
り
、
民
間
含
む

医
療
現
場
の
経
営
と
従
事
者
へ

の
緊
急
支
援
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
ま
た
、
最
低
賃
金
1

5
0
0
円
へ
の
賛
同
と
最
低
生

計
費
調
査
結
果
め
ぐ
っ
て
詳
し

く
話
し
合
い
、
小
規
模
業
者
の

雇
用
継
続
に
直
接
助
成
す
る
方

法
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
。「
現

場
の
声
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

公
契
約
条
例
も
進
め
た
い
」と
、

深
い
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

7
月
8
日
に
は
都
知
事
と
産

業
労
働
局
あ
て
に
2
月
以
降
3

度
目
の
要
請
を
し
ま
し
た
。
担

当
課
長
に
、
保
健
所
と
公
務
の

増
員
、
休
業
協
力
金
の
追
加
・

拡
充
、住
居
困
難
者
支
援
な
ど
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
補
正
予
算
に
盛

り
込
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

立憲・民主クラブ要請

東京都産業労働局要請

最
低
賃
金
院
内
学
習
会

国
民
春
闘
共
闘
と
東
京
春

闘
共
闘
は
6
月
11
日
、
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
多
目
的
ホ

ー
ル
に
て
最
低
賃
金
院
内
集

会
を
開
催
し
、
63
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
中
村
和
雄
弁
護

士
、
静
岡
県
立
大
学
短
期
大

学
部
・
中
澤
秀
一
准
教
授
の

講
演
後
、
参
加
し
た
自
民
党

・
務
台
俊
介
衆
院
議
員
、
立

憲
民
主
党
・
末
松
義
規
衆
院

議
員
、
国
民
民
主
党
・
奥
野

総
一
郎
衆
院
議
員
、
日
本
共

産
党
・
宮
本
徹
衆
院
議
員
、

社
民
党
・
福
島
み
ず
ほ
参
院

議
員
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

第
4
次
最
賃
デ
ー

東
京
労

働
局
要
請

東
京
春
闘
共
闘
は
6
月
15

日
、
東
京
労
働
局
に
対
し
て

最
賃
引
き
上
げ
を
求
め
る
要

請
行
動
を
行
い
、
32
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
と
主
旨
説
明
を
白
滝
事

務
局
長
が
行
い
、
参
加
者
か

ら
は
審
議
委
員
の
公
正
な
選

出
と
意
見
陳
述
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
、
東
京
春
闘
が
行

っ
た
最
低
生
計
費
調
査
な
ど

実
態
を
反
映
し
た
資
料
の
提

出
を
求
め
ま
し
た
。
労
働
局

か
ら
賃
金
課
長
が
出
席
し
て

い
ま
す
。

「
19
日
行
動
」

国
会
再
開

を
！
と
コ
ー
ル

6
月
19
日
、
国
会
議
員
会

館
前
で
「
19
日
行
動
」
を
行

い
、
1
2
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ

し
た
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
共
同
代
表
・
小
田
川
義

和
全
労
連
議
長
は
「
国
会
は

閉
幕
し
た
が
解
明
す
べ
き
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
国
会

を
休
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。

国
会
を
止
め
る
な
！
国
会
再

開
を
！
と
声
を
あ
げ
よ
う
。

改
憲
発
議
反
対
の
署
名
を
軸

に
運
動
を
強
め
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

6
・
26
厚
労
省
包
囲
要
請
行

動

「
最
賃
を
止
め
る
な
」

国
民
春
闘
共
闘
は
6
月
26

日
、
第
56
回
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
開
催
に
あ
た
り
、
厚

労
省
包
囲
要
請
行
動
を
開
催

し
、30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
労
連
・
黒
澤
幸
一
事
務
局

次
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
全
労
連
全
国
一
般
・

菊
地
亮
太
中
央
執
行
委
員

は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
最
低
賃
金
を
引
上
げ
て
、

中
小
企
業
支
援
の
強
化
を
政

府
の
責
任
で
政
治
決
断
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー
が

東
京
都
産
労
局
と
懇
談

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

は
6
月
30
日
、
東
京
都
産
業

労
働
局
と
労
働
情
勢
懇
談
会

を
行
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
、

男
女
平
等
に
関
す
る
女
性
施

策
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま

し
た
。
こ
の
間
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
と

り
わ
け
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
労
働
環
境
や

労
働
時
間
の
整
備
に
関
す
る

き
ち
ん
と
し
た
規
制
（
労
働

協
約
等
）
を
、
と
要
望
し
ま

し
た
。

【
加
盟
組
合
の
定
期
大
会
】

地
評
が
都
政
要
請
を
継
続

立
憲
民
主
ク
と
産
労
局
に
コ
ロ

ナ
対
策
、最
賃
な
ど
で
懇
談

病院行きたい
洋服買いたい
野菜食べたい
結婚したい

＃最低賃金
１５００円に
なったら

争 議 支 援 行 動 を
全都４コースで展開




